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　すべての医療機関において、医療安全は最重要の取り
組み課題の一つに位置づけられています。当院において
も、地域医療支援病院として質の高い安全で安心な医療
を提供することを目標に掲げており、医療安全に関する
職員の意識啓発を進めるとともに、医療安全を推進する
組織体制を確立することに日々取り組んでいます。
　医療安全管理室は、2006年に医療安全を専門に取り
扱う部門として設置されました。室長である私は、ゼネ
ラルリスクマネージャーである副院長の下、すべての部
門に関わりながら、病院全体の医療安全を整備する役割
りを担っています。

　また医療安全管理室には、医薬品の安全管理を担当す
るメンバーや医療機器の安全管理を担当するメンバー、
看護部、事務部門のメンバーが所属しており、計8名の
スタッフで定期的な会議や院内ラウンドを行っています。 
　その他の活動としては、職員に向けて医療安全に関す
る研修や講演会を定期的に開催したり、医療安全に関す
る情報を発信したりしています。さらに各部門から色々
な情報を吸い上げ、医療事故につながりそうな情報に関
しては、マニュアルを整備したり、システムを整備する
など事故防止策を検討し、改善した内容を現場で周知徹
底してもらえるよう働きかけを行っています。

　当院の医療安全に関する取り決めが
すべて入っています。職員はこのマニュ
アルを基本に、日々医療安全に取り組
んでいます。

　菊名記念病院に来院されるすべての皆様が安心し
て医療をお受けいただけるよう職員一同、医療安全・
医療事故防止に全力で取り組んでいます。しかしな
がら現代の医療は、高度化・複雑化が進んでおり、
どんなに職員が日々努力、注意しても医療事故をゼ
ロにすることは難しいと考えられます。
　そこで患者さまにも、ご自身の健康と安全を守っ
ていただくためにも医療安全の取り組みに参加して
いただき、医療事故防止に努めていかなくてはと考
えております。当院では患者さまを間違えないよう
検査・処置・点滴注射などを行う前に、必ずフルネー
ムでお名前の確認を行っています。しかし、院内に
は似たようなお名前の方もいらっしゃいます。

　さらに、安心して医療機関におかかりいただくために以下の 8つのポイントを参考にしてください。

　当院では、総合相談窓口以外に医療安全管理室でも治療などに関するご不安な点・ご相談をお受けしております。
ご相談がある場合は受付にてお声かけください。
（ご相談いただくことにより患者さまの不利益になるようなことはございません。）

医療安全管理室

室長 新村 美佐香

安全な医療を受けるための 8つのポイント

　職員がフルネームでお呼びしても聞き間違えをされ
たりして返事をされる場合があります。
　そこでお名前を確認する時は、患者さまご自身から
お名前をフルネームで名乗っていただきたいのです。
ご理解とご協力をお願い致します。
　病棟では点滴・注射の誤投与を防ぐ為にPDAを用いて
患者さまの照合を行っています。2010 年度の入院注
射の患者誤投与の事故は1件 ( 149,427件中)でした。

当院で取り組んでいる医療安全の内容をご紹介します！

医療安全管理室とは

室長として、できる限り
毎日、院内ラウンドを実
施し、職員へ安全の呼び
かけを行っています。医
療安全管理室メンバーで
は 2ヵ月に1 回ラウンド
を実施しています。

医療安全に関するさまざま
な検討事項をこの会議で話
し合っています。
（第 1・3月曜日開催）

1年に2回、医療安全講習会
を開催しています。全職員
の参加が求められており、
当院では 96％の出席率で
す。

安全な医療を受けるために

information

1. 名前を伝えましょう！確認しましょう！
　患者間違いを起こさないために最も重要なポイントです。〈確認すること〉名前、ID番号、生年月日、治療する部位

2. 転倒・転落をふせぎましょう！
　歩きやすい靴をはく、ベッドの高さを低くするなど「転ばぬ先の杖」、一歩踏み出す前に意識してください。

3. 薬の間違いを防ぎましょう！
　お薬を受け取ったとき、自分の薬に間違いないか・飲み方・使い方・時間を確認しましょう。

4. 受診した時は、自分の状態をしっかり伝えましょう！
　体のどこが、いつからどのように具合が悪いのか、何を治してほしいのか、思い当たる原因、現在・過去の病歴、他の医療
機関での   治療経験などしっかり伝えましょう。あらかじめメモにまとめておいたり、お薬手帳を持参するとよいでしょう。

5. 医療従事者からの説明を十分に聞きましょう！
 　わからないこと、質問したいことがあったら、遠慮せずにその場で聞きましょう。

6. これでいいのかな？と思ったら確認しましょう！
　分からないことや、少しでも「変だな」と感じたときには、必ず質問しましょう。

7. 退院が決まったら、安心して療養できるよう準備しましょう！
　日常生活で気をつけなくてはならないこと、家で具合が悪くなった時の対処方法、連絡方法を確認しましょう。

8. かかりつけ医療機関をもちましょう！
　かかりつけ医を決めておくと、診察を受けるたびにあなたの情報がカルテに記載されます。病気のことだけではなく、薬や

食べ物によるアレルギーの有無、生活習慣病などの情報も記録されるので安心です。急な診察も安心して受けることができます。
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副院長
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●地域の方へメッセージ
　小回りのきく当院の特長は活かしつつ、医療レベルは落
とさないで、できるだけ最新の治療をする努力をしていき
ます。

●菊名記念病院との今後の連携について
　緑区の周辺でリウマチ治療を行っている有床の病院はあ
まりなく、入院が必要になった際に専門的な治療を頼める
病院がなかなかありませんでした。2007 年に菊名記念病
院の腎・膠原病センターが設立されたので、今後は入院が
必要な患者さんの紹介をしていき、病診連携を築いていき
たいと思っています。

あゆみクリニック
■ 診療科目：内科・リウマチ科
■  診療日時：  9：00 ～ 12：00　16：00 ～ 19：00　　　
　　　　　　   9：00 ～ 12：00 土曜
■  休診日 : 木曜・日曜・祝日
■ 所在地： 神奈川県横浜市
　緑区鴨居 4-52－29
　マークミュー鴨居 101
　JR横浜線 鴨居駅 より
　徒歩3分
■ TEL：045-936-0513
　 FAX：045-936-0512

●力を入れていること
　リウマチ治療の他には訪問診療ですね。月に 4、5 人、
多いときでは 12、3人くらい往診しています。
12 時～ 16 時まで長くお昼休みを取っていますので、その
間を利用して行っています。

●診療にあたり心がけていること
　勤務医時代とは違って、患者さんお一人あたりの診察時
間が長く取れるので、お一人おひとりゆっくりと丁寧に向
き合うように心がけています。

●他の医療機関と比べて充実しているところ
　リウマチ専門医なので、治療に関しては、緑区にあるク
リニックで、生物学的製剤を導入しているのは、おそらく
当院だけだと思います。今までは進行を防ぐことしかでき
なかった病気だったのですが、生物学的製剤の投与を続け
ることによって、患者さんの何割かは病気を寛解させる効
果が期待できます。

院長 上里 雅史 先生

あゆみクリニック

内科・リウマチ科

す。それ以外の方は CPAP かマウスピースのどちらかの
治療方法となります。CPAP とは、鼻に装着したマスクか
ら空気を送り込むことによって、一定の圧力を気道にかけ
る方法です。マウスピースは軽症の患者さんに有効で、歯
科の先生と連携し患者さんに合ったものを作っていただき
ます。

●本誌を読んでいる方へメッセージ
　当院のPSG検査の症例は1万人を超えて
います。睡眠障害・いびきに関するお悩み
がありましたら、お気軽にお越しください。

横浜呼吸器クリニック
■ 診療科目：内科・呼吸器科
■  診療日時：
※完全予約制
　 　　　　
■休診日　木曜・日曜・祝日
■ 所在地： 神奈川県横浜市
　神奈川区鶴屋町
　2 丁目 24-1 谷川ビル 2Ｆ
　横浜駅西口 より
　徒歩5分
■ TEL：045-317-6005
　 FAX：045-317-6008

●他の医療機関と比べて充実しているところ
　終夜睡眠ポリグラフ（以下 PSG）検査ができることです。
午後 6 時頃に来院していただき、翌朝 7～ 8 時頃には退
院できます。軽症の方は在宅の簡易検査で対応しますが、
重症の疑いがある方は、最初から PSG 検査を導入してい
ます。なぜかというと簡易検査では脳波が取れないので、
睡眠障害の原因が本当に無呼吸だけなのかどうかわからな
いんです。また、患者さんにとっても簡易検査をスキップ
することで時間や医療費の面で負担が軽くなります。
　初診時には患者さんの喉を診ます。扁桃腺肥大の方は、
無呼吸になりやすく、そのことが睡眠障害の大きな原因と
なっているので最初から耳鼻科の先生に手術をお願いしま

●診療にあたり心がけていること
　当院の診療科目は内科・呼吸器科ですが、患者さんの8～9
割が睡眠障害の悩みを抱えた方になります。
　診察の際に睡眠障害の原因が何であるのかきちんと診断
をして、早期に適切な治療を導入することを心がけています。

理事長 小野 容明 先生

医療法人社団藤和会

横浜呼吸器クリニック
内科・呼吸器科
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※初診の方は、月・火・
　水・金のみになります。
※受付は診療終了時間の
　30分前迄にお済ませく
　ださい。
※学会・研究会などで休
　診の場合もあります。
　事前に電話でご確認く
　ださい。

看護師復帰支援プログラムとは？
　出産・育児などでブランクのある看護師さんを対象に、復帰
支援の研修会を実施しています。注射・採血・心電図など、技術
演習が充実している内容ですので、現場復帰に不安のある方、
もう一度資格を活かして働きたい方、ぜひご参加ください。
　今回は、第2回の開催で、今年最後となります。ご応募お待ち
しております。

　エッグナースは、看護補助者として勤務しながら看護学校進
学を目指しています。当院では現在 10 名のエッグが病棟や手
術室で勤務しています。4 月に入職した 5 名が今何を思い感じ
ているのか、看護部長をインタビュアーに、先輩エッグも交え
て座談会を開催しました。

エッグナース座談会

　3日間の実習プログラムは、手指衛生体験・技術体験・救急体験・
見学実習など多岐にわたりました。最終日には入職1・２年目の
看護師を交え意見交換会を開き、今回の体験を通して感じた参
加者の質問に答えました。参加者は「初めて見る光景ばかりで
戸惑いもあったけど勉強になりました」と話してくれました。

　責任者の赤間副看護部長は
「様々なことを見聞きし広い視野
で将来を考えてほしい」と語り、
当院は今後もできる限りこのよ
うな機会を作っていきたいと考
えております。

▲意見交換会「先輩に聞いてみよう」

▲手術室見学
▲病棟体験

▲技術体験「歯磨き援助」

復帰支援プログラム開催の
お知らせ

記念すべき 50 回目の看護部だよりは高校生インターンシップの様子
とエッグナース座談会、看護師復帰支援プログラム開催のお知らせ
をお届けします。

vol.50

高校生インターンシップ

　高校生インターンシップとは看護の道に興味を持っている高
校生を対象に、当院で実践している医療・看護に直接触れてい
ただく職業体験実習のことです。今年で 2 回目の今回は 8/2
～ 8/4( 女子 3 名・男子 1 名 ) と 8/9 ～ 8/11( 女子 4 名 ) の 2
回に分け、3日間行いました。

プログラムの内容

　　講義

・医療の動向
・看護の動向・働き方の選択
・感染予防
・電子カルテの操作の実施
・NST( 栄養管理チーム ) の活動

　　実技

・採血・心電図
・血糖測定・注射法・輸液ポンプ
・心肺蘇生 (AED含む)
・希望部署での見学会及び実践

お問い合わせ
TEL:045-402-7117　E-mail:akama-kyoiku@kmh.or.jp
担当：看護部　赤間 仁見
詳細は決定次第ｗebサイトにて公開します。http://www.kmh.or.jp

―病院で働いてみて楽しいこと、反対に大変だったことは？
「沢山の患者さんがいて、一人ひとり症状も違うので大変です」
「元々人と話すこと、特に高齢の方と話すことが好き。大変だ
けどやりがいが勝ります」
―対話が難しかったり、質問に戸惑ったりすることは？
「まず笑顔で、いろいろなコミュニケーションをとっています」
「わからない事はすぐ看護師さんに聞くので大丈夫です」
―では社会人になって一番変わったことは？
「責任です。昨年医療事務学科卒業後正職員になりましたが、
仕事をしてお金をいただいているので甘えてはいられない、と」
―夜勤もやっていますが、勉強との両立は？ 
「仕事は楽しいですが、交代勤務で忙しく両立は難しい」
「疲れて家に帰ると寝てしまうことも多いけど（笑）、近くの図
書館などを活用して勉強しようと思っています」
「シフトを調整していただきながら予備校に通っています。患
者さんの生活全体を知ることができて勉強になるので、夜勤も
続けて行きたいです」
―日々の出会いや経験は貴重、自分の力となるから大切に。
受験に向けては個々の志望・状況に応じて支援していきますね。

今後ともエッグナースたちにあたたかいご指導、ご支援をよろ
しくお願い致します！

10 /31(月)～ 11/ 2(水)
11/ 7 (月) ～ 11/ 9 (水) 計 6日間

プログラム日程

片村 洵也片村 洵也
佐藤 采佳佐藤 采佳

松岡 佐知松岡 佐知 本田 雄太本田 雄太

荻原 和貴荻原 和貴

櫻井あゆみ櫻井あゆみ
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私たちの病院の使命－Mission－
質の高い急性期医療を通して地域社会に貢献します。

皆さまのご意見を紙面に反映していきたい
と思いますので、ご意見・ご感想などをぜ
ひ広報室までお聞かせください。お待ちして
います。 E-mail : kouhou@kmh.or.jp

ピンクリボン運動
を応援します。

発行人／菊名記念病院事務長：加藤　宏　表紙の文字：山本　謙

今回の「看護部だより」で、エッグナースによる座談

会を開催しました。（詳しくは 5ページをご覧ください）

紙面の都合上、割愛させていただいた部分も多かった

のですが、皆さん若いのに、とても責任感があり頼も

しく感じました。フレッシュなパワーで当院をさらに

盛り上げてほしいと思っております。

さて、まだまだ暑い日が続いております。皆さま体調

には気をつけて、お身体をご自愛ください。

                                                                               佐藤

■ 改修工事のお知らせ　　平成23年8月1日～11月30日
先日の東日本大震災もあり、建物の細かい調査を実施し、下記の内容・日程で改修工事を行うことになりました。

患者様にはご迷惑が掛からないよう十分注意して行いますが、若干の騒音や作業員の出入り等が予想されます。

ご理解とご協力の程よろしくお願い致します。

内容　　壁・屋上のひび割れ等の補修工事　　壁・屋上の塗装工事　　屋上・バルコニーの防水工事

当院の関連施設、老人保健施設レストア川崎、介護老人保健施設レストア横浜が
納涼祭を行いました。楽しさ溢れる様子を紹介します。

■  医局人事の
　  （入職）のお知らせ

菊名記念病院
地　域　医　療　支　援　病　院 〒222-0011　横浜市港北区菊名 4-4-27

TEL :  045-402-7111( 代 ) FAX :  045-432-2742
URL :  http://www.kmh.or . jp/   E-mai l  :  k ikuna@kmh.or . jp

外科
森本 慎吾医師
8月16日付

群馬大学卒

日本外科学会外科専門医

内科
久田 淳一郎医師
7月1日付

東海大学卒

日本内科学会内科認定医

kmh
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医療法人 花咲会 検索


	0
	1-2
	3-4
	5-6
	7

